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1. 東洋ｲﾝｷ製造の概要と製品群

2. 環境経営の考え方
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3. 環境調和効率指標とその推移

4. 今後の目標



東洋ｲﾝｷ製造の概要と製品群

会社概要（2010年3月末現在）

本社：東京都中央区京橋2-3-13

創立：1907年（明治40年）1月
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売上高（連結）：2,260億円（海外27%）

社員数：2,091名（単体）、6,897名（連結）

関係会社：75社

資本金：317億3,349万円

生産拠点（単体）：埼玉、川越、富士、守山、西神
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ｵﾌｾｯﾄｲﾝｷ

印刷ｲﾝｷ事業の主な製品
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ｸﾞﾗﾋﾞｱｲﾝｷ

ｵﾌｾｯﾄｲﾝｷ 新聞ｲﾝｷ

ｸﾞﾗﾋﾞｱｲﾝｷ ﾌﾚｷｿｲﾝｷ



ｸﾞﾗﾌｨｯｸｱｰﾂ関連機器・材料事業の主な製品

印刷材料 印刷機械・機器
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PS版 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ印刷機



高分子関連材料事業の主な製品

缶用塗料 樹脂
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接着剤 塗工材料

缶用内外面塗料
金属ｲﾝｷ

ｺﾝｸﾘｰﾄ用
吸水防止剤

ﾗﾍﾞﾙ用接着剤

ﾗﾐﾈｰﾄ接着剤

ﾏｰｷﾝｸﾞﾌｨﾙﾑ

工業用接着ﾃｰﾌﾟ



化成品及びﾒﾃﾞｨｱ材料事業の主な製品
顔料 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ用着色剤
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ﾒﾃﾞｨｱ材料

有機顔料 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ用着色剤

LCDｶﾗｰﾌｨﾙﾀｰ用
ﾚｼﾞｽﾄｲﾝｷ

記録媒体用塗工材料 ﾜｲﾄﾞﾌｫｰﾏｯﾄﾌﾟﾘﾝﾀｰ用
ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄｲﾝｷ



環境経営の考え方

CSR憲章

今、私たちは、自身が化学製造業を中核とする企業ｸﾞﾙｰﾌﾟで

あり、社会に大きな影響を及ぼしうることを十分に再認識し、

その上であらゆるｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ（利害関係者）との良好な関係を
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その上であらゆるｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ（利害関係者）との良好な関係を

構築・維持すべきであると考えます。

そのためには、ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰと同じ視点で自身の企業活動を評価

し、経済・社会・人・環境の側面においてﾊﾞﾗﾝｽの取れた経営

を遂行することこそが、企業としての有形・無形の価値を形

成し、社会的責任を果たすための最重要な課題であると位置

付けます。

環境経営の実践



環境・安全行動指針

1. 社員一人ひとりが地域社会の一員として、地球環境問題を自覚
し、社会に貢献するよう努めます。

2. 製品の全ﾗｲﾌｻｲｸﾙにわたって、環境保全と人の健康に配慮した

環境調和型製品の開発・販売
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2.
製品の開発及び提供に努めます。

3. 生産にあたって、安全操業と保安防災に努めるとともに、省資
源、省ｴﾈﾙｷﾞｰに徹して環境への負荷低減に努めます。

4. 製品と環境・安全に関する情報の積極的な提供とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを
図り、お得意様、地域社会及び生活者の環境・安全・健康の向
上に努めます。

5. 法規制を順守し、行政の施策に協力するとともに、地球規模の
環境問題に対応すべく国際的な協調に努めます。

環境負荷の低減



環境調和効率指標とその推移

環境調和型製品売上高指標

環境調和効率指標
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環境経営の進捗をはかる指標

環境調和効率指標 ＝
環境調和型製品売上高指標

統合環境負荷指標



環境調和型製品売上高指標とは

2000年度を100として、環境調和型製品の売上高を指標化

環境基準 申請 審査・登録 環境調和型製品

環境調和型製品登録のｽｷｰﾑ
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環境基準 申請 審査・登録 環境調和型製品

環境安全推進部 事業部 環境安全推進部

本部 事業区分 製品系統 ﾗﾝｸ 対象製品 備考

ｱﾛﾏﾃｨｯｸｿﾙﾍﾞﾝﾄ含有率0% Ｂ TKﾊｲｴｺｰ、CKｳｲﾝｴｺｰなど ｴｺﾏｰｸ基準該当

ｱﾛﾏﾃｨｯｸｿﾙﾍﾞﾝﾄ含有率5%未満 Ｃ 特殊ｲﾝｷ

植物油への置換度 100% Ａ TKﾊｲｴｺｰNV、CKｳｲﾝｴｺｰNV 石油系溶剤使用0%

同上 90%以上 Ｂ KOPﾆｽ、TKﾊｲｴｺｰ SOYOPﾆｽ 同上 10%未満

同上 80%以上 Ｃ TSP 同上 20%未満

IPA 含有率 ０％ Ｂ ｱｸﾜﾏｼﾞｯｸｼﾘｰｽﾞ 印刷可能

IPA 含有率 5％未満 Ｃ

添付資料－１ 《環境調和型製品（ｼｽﾃﾑ）の事業・製品固有の環境基準表》 平成２１年３月１１日（改訂）

1.ｵﾌｾｯﾄ

環境調和型製品（ｼｽﾃﾑ）の事業・製品固有の環境基準表 環境安全推進部

環境基準

湿し水
原液

ｵﾌｾｯﾄｲﾝｷ ｱﾛﾏﾌﾘｰ

植物油 （枯
渇資源代替）

水質汚染
防止

印刷情
報



64,752
69,242

76,042 76,044
78,496

70,000

80,000

90,000

環境調和型製品売上高の推移
環境調和型製品売上高（百万円）

売上高構成比
51.6%

13

19,500

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

'00 '05 '06 '07 '08 '09

対象：東洋ｲﾝｷ製造（単体）



統合環境負荷指標とは

環境負荷に当社独自の重み付けをし、2000年度の負荷量を
100として指標化
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重要な環境負荷 環境負荷の代替指標 重み付け

地球温暖化 CO2排出量 30%

廃棄物増大 廃棄物最終処分量 20%

水質汚濁 COD排出量 10%

大気汚染 NOx、SOx排出量 10%

有害化学物質増大 PRTR対象物質排出量 30%

※国立環境研究所の実施した「ｺﾝﾊﾟﾗﾃｨﾌﾞ･ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ」の結果をもとに、
高月絋京都大学教授（当時）が提案した重み付けをﾍﾞｰｽにしている。



「ｺﾝﾊﾟﾗﾃｨﾌﾞ･ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ」と重み付け

ｺﾝﾊﾟﾗﾃｨﾌﾞ･ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ（CRA）
米国環境保護庁が、環境問題の優先
順位付けなどのために開発した方法。
ある地域に関する環境問題の包括的 温暖化問題 ⇒ 24.3%

CRAに基づく得点比率
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なﾘｽﾄを作成し、問題の影響の大きさ
をﾘｽｸの側面から比較評価してﾗﾝｸを
付ける。
その際、環境に関するﾘｽｸを単に人間
への健康ﾘｽｸだけでなく、まだ定量的
な評価手法も確立していない生態系
のﾘｽｸや、生活の質へのﾘｽｸなども評
価対象にしている。
ﾗﾝｸ付けは、環境問題の専門家や市民
代表など幅広い人々が参加して委員
会で行われる。

廃棄物問題 ⇒ 18.6%

大気環境問題 ⇒ 15.9%

水環境問題 ⇒ 10.9%

有害化学物質問題 ⇒ 30.3%

高月紘『自分の暮らしがわかるｴｺﾛｼﾞｰ・ﾃｽﾄ』
講談社ﾌﾞﾙｰﾊﾞｯｸｽ より



CO2排出量の推移

83,434
84,294

79,053

85,000

90,000 ・省ｴﾈ機器の導入
・重油から天然ｶﾞｽへの燃料転換
・ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑの導入

CO2排出量（t-CO2）
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78,046
79,053

74,449
72,901

60,000
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対象：東洋ｲﾝｷ製造（単体）

天然ｶﾞｽｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ
（富士製造所）



廃棄物発生量/最終処分量の推移

19,732

1,571
17,500

20,000

1,500

2,000

廃棄物発生量（t） 最終処分量（t）

・分別の徹底
・再資源化業者への処理委託
・廃溶剤を燃料にして副生液ﾎﾞｲﾗｰの導入
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15,338

14,234
14,568

13,367 13,411

286

31 6 10 -10,000
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廃棄物発生量 最終処分量 対象：東洋ｲﾝｷ製造（単体）

副生液ﾎﾞｲﾗｰ
（川越製造所）



220.1

200

250

化学物質排出量の推移
化学物質排出量（t）

・設備の密閉化
・VOCの回収
・製品の水性化
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対象：東洋ｲﾝｷ製造（単体）



環境調和型製品売上高指標と統合環境負荷指標の推移
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390 390
403

100
400

500

100

120

環境調和型製品売上高指標 統合環境負荷指標
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環境調和効率指標の推移
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今後の目標

東洋ｲﾝｷｸﾞﾙｰﾌﾟの中期環境目標

環境調和型製品売上高構成比：60%
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環境調和型製品売上高構成比：60%
国内の生産拠点における･･･

・ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量：2000年度比-20%
・産業廃棄物発生量：2007年度比-50%
・化学物質排出量：2007年度比-35%
・用水使用量：2007年度比-20%

環境調和効率指標：10.0



22


